
　みんな、こんにちは！　ボクはライオン博
はか せ
士のキング

君
くん
。
　今

きょう
日、学

まな
ぶ御

ご
書
しょ
は、日

にちれんだいしょうにん
蓮大聖人から「妙

みょう
一
いちあま
尼さん」

という、あるお母
かあ
さんに送

おく
られたお手

て
紙
がみ
だよ。

　当
とう
時
じ
、妙
みょう
一
いちあま
尼さんには、まだ小

ちい
さい子

こ
どもたちがいて、

その中
なか
には病

びょう
気
き
の子

こ
もいたんだ。それに、妙

みょう
一
いちあま
尼さん自

じ

身
しん
も体
からだ
が強
つよ
くなかった。また夫

おっと
は、すでに亡

な
くなっていて、

毎
まいにち
日の暮

く
らしも大

たいへん
変な状

じょう
きょうだったんだ。

　もしかしたら、妙
みょう
一
いちあま
尼さんは「この弱

よわ
い体
からだ
で、大

たいせつ
切な

子
こ
どもたちを守

まも
れるかな……」と、さびしく心

こころ
細
ぼそ
い気

き も
持

ちになることもあったかもしれないね。特
とく
に、わが子

こ
が

病
びょう
気
き
に苦
くる
しんでいる姿

すがた
を見

み
るのは、何

なに
よりもつらかった

と思
おも
う。

　

　大
だいしょうにん
聖人は、そんな妙

みょう
一
いちあま
尼さんのことを、とても心

しんぱい
配

されていたんだ。妙
みょう
一
いちあま
尼さんの毎

まいにち
日は弱

よわ
気
き
になることの

連
れんぞく
続で、それはまるで寒

さむ
くて厳

きび
しい冬

ふゆ
のようだったかもし

れない。冬
ふゆ
がいつ終

お
わるかは、トンネルの出

で
口
ぐち
がいつま

でたっても見
み
えない時

とき
のように、分

わ
からなくて不

ふ
安
あん
だ。

　けれど、冬
ふゆ
のあとには必

かなら
ず春
はる
が来

く
る。絶

ぜったい
対に秋

あき
に逆
ぎゃく
も

どりすることはない。
　それと同

おな
じように、信

しんじん
心を貫

つらぬ
いた人

ひと
の人
じんせい
生は必

かなら
ず、明

あか

るくて、温
あたた
かい希

き
望
ぼう
でいっぱいになる。絶

ぜったい
対に幸

しあわ
せにな

れる！　大
だいしょうにん
聖人は、そう確

かくしん
信をこめて「冬

ふゆ
は必
かなら
ず春

はる
にな

ります」とはげまされたんだ。
　そして亡

な
くなった夫

おっと
のことも、「大

だいしょうにん
聖人や妙

みょう
一
いちあま
尼さんと

いっしょに、信
しんじん
心根

こんぽん
本に生

い
きぬいた人

じんせい
生は大

だいまんぞく
満足だった

と確
かくしん
信しています。いつも、あなたたち家

か
族
ぞく
のそばにい

ますよ」と言
い
ってくれたんだ。

　妙
みょう
一
いちあま
尼さんは心

こころ
から安

あんしん
心し、お題

だいもく
目をたくさん唱

とな
えて

「子
こ
どもたちを立

りっ
派
ぱ
に育
そだ
ててみせる！」「私

わたし
の信
しんじん
心で必

かなら
ず

病
びょう
気
き
を治
なお
してみせる！」と、勇

ゆう
気
き
をふるい起

お
こしたと思

おも
う。

お題
だいもく
目は、心

こころ
を強
つよ
く大
おお
きくしてくれるよね！

　池
いけ
田
だ
先
せんせい
生は「皆

みな
さん方

がた
は、希

き
望
ぼう
の春
はる
を呼

よ
ぶ、信

しんじん
心と

いう最
さいこう
高の心

こころ
の太
たいよう
陽を持

も
っています。何

なに
も恐
おそ
れることは

ありません。何
なに
があっても、自

じ
分
ぶん
らしく明

あか
るく朗

ほが
らかに、

負
ま
けじ魂

だましい
を燃

も
やして挑

ちょう
戦
せん
してください」と語

かた
られたよ。

　ボクたちは、何
なに
があっても負

ま
けない師

し し
子の子

こ
！　

大
だいしょうにん
聖人や池

いけ
田
だ
先
せんせい
生のように、太

たいよう
陽のような温

あたた
かい心

こころ
で、

周
まわ
りの人

ひと
たちにも希

き
望
ぼう
を送
おく
っていこう！

信信
しんじん

心心をを貫貫
つらぬ

けば、けば、温温
あたた

かいかい希希
き

望望
ぼう

あふれるあふれる人人
じんせい

生生にに

　

法ほ

け華
経き
ょ
うを
信し
ん

じ
る
人ひ
と

は
冬ふ
ゆ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
冬ふ
ゆ

は
必か
な
らず
春は
る
と
な
る
。

　
　
（
御
書
新
版
１
６
９
６
ペ
ー
ジ
、
御
書
全
集
１
２
５
３
ペ
ー
ジ
）

　
法ほ

け華
経き

ょ
う

を
信し

ん

ず
る
人ひ

と

は
冬ふ

ゆ

の

ご
と
し
。冬ふ

ゆ

は
必か

な
ら

ず
春は

る

と
な
る
。

「妙
みょう

一
い ち

尼
あ ま

御
ご

前
ぜん

御
ご

消
しょう

息
そ く

」
（冬

ふゆ
は必
かなら
ず春
はる
となるの事

こと
）

２


